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令和７年度 住民対話　　集会を開催しました！
12月13日（土）９時30分より、地域交流センター２F多目的室
今年は、武豊町内にて各方面で活躍・ご協力いただいている
議員と団体の方々がグループに分かれて、意見交換を行いま

　

Ａグループ
◎個別避難計画を進めるための方策を検討してほ
　しい。
◎防災庁ができたときの町の対応について。
◎災害時に対応するための方策は。
　①町の組織変更（防災課と交通課に分ける）要望
　②防災センターの場所変更要望
　③情報収集のための防災キットを購入要望

B グループ
◎ボランティアの活動継続の困難と後継者不足。
◎国際交流への対応→町の取り組みを強化。
◎防災に関する課題と提案。 
　①緊急輸送道路の整備、避難所トイレの整備
　②防災世帯台帳の取扱い検討

Ｃグループ
◎行政は団体に対して、「頑張ってますね」で終わ
　らせず、何を頑張っているのかまで理解してほ
　しい。
◎ボランティア活動は人の役に立って楽しいと思
　える範囲で無理せず強制せず。
◎行政は究極のボランティア団体。

Ｅグループ
◎区（自治会）の衰退と改革の要求 
◎公共施設の有効活用 

Ｄグループ
◎会場費の負担と会員減少。
◎みゆき通りの安全対策の不備。
◎区の活動の PR 不足。

にて住民対話集会を開催しました。
９団体の方々にご参加いただきました。
した。その内容やいただいたご意見等は以下のとおりです。 

★もう少し多くの人に参加してもらえる
　努力を。　　（70 代男性、60 代男性）

★障がい者団体やその他の団体とも対話集会も開催してほしい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（60 代女性）

　　★時間が短かった。　　　　★また参加したい。
　　　　　（参加者多数）　　　　　　　（参加者多数）

★議会に行政のチェック、情報発信、町民との対話を期待します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（70 代女性）

　　　　★グループ討議は
　　　　　有効でした。
　　　　　　　　（70 代男性）　

当日の流れ

  9時30分　　受付
  9時50分　　各団体活動紹介
10時10分　　グループワーク（50分）

発表（25分）
11時30分　　アンケート記入

参加者の感想

ご参加いただいた団体様（五十音順）

●あいこむ

●市原健康体操

●インターナショナルネットワーキング

●おもちゃ工房

●コーヒークラブ

●桜草ボランティアサークル

●バリアフリーコラボレーション実行委員会

●防災ボランティアの会

●ゆめこまち

たくさんの貴重なご意見
　　ありがとうございました
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04
教育

債務負担行為補正をする理由は。

これまで基幹システム業者と随意契約を行って
いたが、令和８年度より本業務から撤退するこ
ととなった。このことから、令和７年度中に新
たな業者を選定し、用紙作成および印字テスト
等の作業期間を
確保し、新年度
開始後すぐに作
業着手できるよ
うにするためで
ある。

管理運営評価シートは何のためにあるか。

次期指定管理の指定のために必要な資料と考え
る。

過去の業務実績について、課題があった場
合の改善は。

毎月、町と指定管理者で打合せにて情報を共有
し改善に努めている。

５年間の指定管理料は、人件費の上昇分な
どを見込んでいるのか。

過去の実績により人件費や物価高騰は見込んで
いるが、リスク分担で町と指定管理者双方で協
議のうえ、検討していくものと考える。

工事内容の詳細は。

運動公園に設置されている屋外キュービクルお
よび引き込み用の高圧ケーブル等を撤去して、
新しいキュービクルを設置し高圧ケーブルを敷
設する。

値上がりの情報はつかんで 
いたのか。

工事業者から概略を聞いてい
たが、ここまで工事費が上が
るという認識はなかった。

条例改正を提出するに至った経緯や理由は。

社会情勢の変化や住民ニーズの高度化に対応し、所掌事務の実態に即した組織体制を整えるため。また、
町民に分かりやすい名称とすることで、部の役割や機能をより明確化するため。
特に、業務量および人員が増大している「健康福祉部」を「保険福祉部」と「こども未来部」に分割
することにより、業務の効率化、重点課題への迅速な対応ができる体制になるものと考える。

01

05

03 令和７年　第４回 定例会
12月2日（火）～ 23日（火）

税務

水道

教育

議員から質問！

議員から質問！

議員から質問！議員から質問！

議員から質問！

業務の早期着手へ

災害が発生した時などに

スポーツ施設の管理者を運動公園の設備更新

役場組織の名称変更と新設

　令和８年度住民税・軽自動車税の納税
通知書に関する、用紙作成、印字、封入
封緘作業等の委託に対し債務負担行為を
行う。

　本町が指定した給水装置工事事業者の
確保が困難となると判断される時に、他
の水道事業者が指定した給水装置工事事
業者による工事が可能に。

　武豊町スポーツ施設※2 の指定管理者に
ゆめフルたけとよスポーツクラブが引き
続き５年間、指定された。
※2 スポーツ施設とは……総合体育館、運動公園、弓道場

および緑地グラウンド

　運動公園のキュービクル※3 更新工事は、
法改正により大幅に値上げになります。
※3 キュービクルとは……発電所から送られてくる高電圧

の電気を、工場やビルなどで使える低電圧に変換し、
施設内に安全に配電するための設備を金属製の箱に収
めたもの

　企画部は政策推進部に名称変更。健康福祉部は
保険福祉部とこども未来部に分割。各部が担当す
る主な業務内容や権限、責任の所在に変更はない。

債務負担行為※1：７３２万９千円
※1 債務負担行為とは……今年だけではなく、来年以降もお金を払う約束を、

あらかじめしておくこと

水道事業給水条例の一部改正 スポーツ施設の指定管理の指定

債務負担行為※1：８,８１８万７千円

部設置条例の一部改正

02
人事

　定例会とは、１年に４回開かれる議会のことです。
12月定例会では、以下の日程で、15件の議案を審議
しました。

～ 議事日程 ～

２日　開会：議会に議案が出されます。
4、5日　一般質問：議員が町長などの執行機関に対して、

町政全般に関する質問、報告、説明を求めます。
12日　議案に対する質疑：提出された議案に対して質

疑を行います。
16日　文教厚生委員会、総務企画委員会
17日　建設経済委員会
23日　討論・採決：討論で賛成・反対の意見を伝え、

議案について可否を求めます。

※議案とは、会議で決定するための提案

それぞれの分野
に分けて詳しく
審査をします。

他14議案は全員賛成により可決されました。 議案の採決結果一覧はこちら▶▶▶

採決結果で意見が分かれた議案（12 月定例会） ○：賛成　●：反対　−：欠席　議長は採決に加わりません。

会　派　名 きずな 公明党
議員団

政和
クラブ たけとよ 無会派

採
決
結
果議案

番号
議案名と主な内容

（議案名は一部省略しています）

青
木
　
信
哉

鈴
木
　
一
也

鈴
木
　
絢
賀

甲
斐
百
合
子

鳥
居
　
美
和

南
　
　
賢
治

石
川
よ
し
は
る

福
本
　
貴
久

久
野
　
　
勇

櫻
井
　
雅
美

梶
田
　
　
進

石
川
　
喜
次

谷
川
健
一
郎

松
本
　
万
之

本
村
　
　
強

石
原
　
壽
朗

議案
第69号 武豊町部設置条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 

長○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ 可

費用対効果は。

費用は発生する部分があるが、企画部を
再編し、ＤＸ、行財政改革を推進してい
くため、効果を出せるものと考えている。

▲管理運営評価シート

災害、その他非常の場合とは。

本町に登録している事業者のみ
では対応できない自然災害以外
の事象が、広範囲にわたり起き
た場合であり、例えばテロ等が
考えられる。
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Q
駅
西
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の

進
捗
は
ど
う
か
。

建
短
期
計
画
は
概
ね
予
定
通

り
進
行
。
地
権
者
意
向
に
沿
っ

た
事
業
展
開
を
目
指
す
。

Q
役
場
庁
舎
移
転
整
備
計
画
の

現
状
は
。

建
公
共
交
流
拠
点
内
に
庁

舎
・
保
健
セ
ン
タ
ー
・
交
流
施

設
を
置
く
計
画
。
令
和
９
年
度

に
基
本
計
画
策
定
予
定
。

Q
み
ゆ
き
通
り
東
の
交
差
点
改

良
の
町
民
の
反
応
は
。
ま
た
、

鉄
道
事
業
者
の
土
地
利
用
に
つ

い
て
は
検
討
し
た
の
か
。

建
説
明
会
で
多
様
な
意
見
を

頂
い
た
。
周
辺
土
地
利
用
も
踏

ま
え
、
道
路
線
形
を
鑑
み
て
本

計
画
案
が
現
状
の
最
適
案
と
し

て
い
る
。
今
後
も
丁
寧
な
説
明

を
継
続
し
て
い
く
。

Q
民
間
連
携
の
可
能
性
は
。

建
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
で

民
間
事
業
者
の
関
心
の
高
さ
を

確
認
。
共
同
事
業
体
参
画
を
視

野
に
継
続
対
話
し
て
い
く
。

Q
財
政
へ
の
影
響
は
な
い
か
。

建
長
期
計
画
を
見
据
え
限
り

あ
る
財
源
を
最
適
活
用
す
る
。

Q
駅
西
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
対

象
地
内
に
耐
震
診
断
未
実
施
、

ま
た
は
耐
震
未
改
修
建
物
は
。

建
個
別
デ
ー
タ
は
未
把
握
。

町
全
体
で
の
目
標
達
成
目
指
す
。

　計画の進捗状況は
　概ね予定通り進行中

※一般質問の記事は質問者本人が編集しています。

一般質問とは、町議会議員が町政全般について現状や方針を問うものです。
議長として、各議員が活発な議論ができるよう公平・公正な議事運営に努
めます。

会 

派 

代 

表

一般質問

駅西グランドデザインで武豊
の‘玄関口’としての安全性と
にぎわい創出の両立目指す。

きずな 鈴
すずき

木 絢
あやか

賀

議会たけとよ　No.194  2026年2月1日発行

町政を問う

総  総務部　　 企  企画部　　 福  健康福祉部　　 経  生活経済部　　 建  建設部　　 教  教育部《答弁部署の略号》

災害時の
　対策は？

中学校の
　部活動は
どうなるの？

武豊町の財政が
　危ないって、
　本当なの？

古い公共施設
　はどうして
いくのかな？

▲ラウンドアバウト予定地

石川よしはる議長
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会 

派 

代 

表

Q
財
政
危
機
を
回
避
す
る
た
め

に
、
歳
出
削
減
や
歳
入
確
保
の

目
標
は
。

総
財
政
調
整
基
金
の
繰
入
金

を
試
算
の
範
囲
内
に
抑
え
、
歳

入
確
保
と
し
て
、
ふ
る
さ
と
納

税
の
拡
充
や
長
期
的
に
企
業
誘

致
を
進
め
て
い
く
。

Q
全
事
業
に
優
先
順
位
を
つ
け
、

既
存
事
業
の
廃
止
や
縮
減
を
進

め
る
。
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
の

手
順
は
。

企
令
和
８
年
度
か
ら
、
反
映

可
能
な
も
の
に
つ
い
て
、
既
存

事
業
の
廃
止
や
縮
減
を
す
る
。

全
体
的
な
見
直
し
は
、
令
和
９

年
度
の
予
算
編
成
方
針
か
ら
実

施
で
き
る
よ
う
発
信
す
る
。

Q
事
業
削
減
や
サ
ー
ビ
ス
見
直

し
の
際
、
町
民
の
理
解
を
得
る

手
法
は
。

総
町
民
に
は
、
広
報
誌
な
ど

で
財
政
状
況
を
伝
え
て
き
て
い

る
が
、
伝
え
方
や
手
法
を
工
夫

し
て
い
く
。

Q
公
共
交
流
拠
点
整
備
事
業
計

画
の
今
後
の
見
通
し
は
。

（
中
央
公
園
周
辺
整
備
）

建
役
場
庁
舎
・
保
健
セ
ン
タ 

ー
・
交
流
施
設
な
ど
、
中
央
公

園
と
一
体
と
な
っ
た
拠
点
づ
く

り
を
目
指
す
重
要
な
事
業
で
あ

る
。
令
和
14
年
度
の
整
備
完
了

を
目
指
し
、
基
本
計
画
の
策
定

準
備
、
市
街
化
区
域
編
入
お
よ

び
地
区
計
画
策
定
に
係
る
協
議

を
進
め
て
い
る
。

　財政危機を回避するためには
　長期的に企業誘致を進める

Q
愛
知
県
で
手
話
言
語
条
例
を

制
定
し
て
い
る
自
治
体
は
16
。

知
多
半
島
で
は
大
府
市
・
知
多

市
・
常
滑
市
で
す
。
本
年
３
月

の
定
例
会
で
私
が
質
問
し
て
か

ら
、
ま
だ
９
カ
月
で
す
が
、
愛

知
県
が
手
話
言
語
条
例
を
制
定

し
た
の
は
平
成
28
年
で
す
。

　

本
町
で
は
、
ど
の
よ
う
な
条

件
が
そ
ろ
え
ば
手
話
言
語
条
例

を
制
定
し
ま
す
か
。

町長
町
単
独
で
条
例
を
作
り
た

い
と
い
う
気
持
ち
は
あ
る
が
体

制
準
備
は
市
に
比
べ
て
町
は
職

員
数
が
少
な
い
と
い
っ
た
課
題

が
あ
る
。
今
後
は
、
条
例
制
定

に
向
け
て
体
制
が
整
い
次
第
、

し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
参
り

た
い
と
考
え
て
い
る
。

Q
近
年
、
外
国
人
住
民
が
増
加

し
、
行
政
窓
口
や
学
校
・
医
療
・

防
災
な
ど
の
現
場
で
「
言
葉
の

壁
」
に
直
面
す
る
方
々
が
少
な

く
な
い
。
こ
れ
ら
は
聴
覚
障
が

い
者
が
抱
え
る
「
情
報
の
壁
」

と
共
通
す
る
課
題
で
あ
る
。「
誰

も
が
理
解
で
き
る
言
葉
で
繋
が

る
社
会
」
を
実
現
す
る
た
め
手

話
支
援
と
多
言
語
支
援
を
一
体

的
に
進
め
る
「KO

TO
BA

L

」

を
導
入
す
る
考
え
は
あ
り
ま
す

か
。町長

現
在
の
外
国
人
住
民
は
約

１
６
０
０
人
。
毎
年
８
０
人
～

１
０
０
人
程
増
加
し
て
い
る
。

職
員
や
手
話
通
訳
者
で
対
応
が

困
難
な
状
況
に
な
っ
た
場
合
な

ど
「KO

TO
BA

L

」
を
導
入
す

る
こ
と
に
よ
り
行
政
コ
ス
ト
が

抑
制
さ
れ
る
か
も
踏
ま
え
、

し
っ
か
り
と
検
討
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　「KOTOBAL」の導入は
　財政的負担も含め検討

維持管理費・人件費等の高騰
が財政を圧迫。令和12年度に
基金が▲４億円となる試算。

たけとよ 福
ふくもと

本 貴
たかひさ

久

「KOTOBALコトバル」は
音声筆談、手話・多言語通訳
（31言語）のAIシステム。

公明党議員団 鳥
とりい

居 美
みわ

和
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　今後の財政予測の根拠は

　マラソン大会は中止か

　実施計画を反映し試算した

　第27回大会で、ひと区切り

Q
提
出
さ
れ
た
予
算
編
成
方
針

に
示
さ
れ
て
い
る
令
和
12
年
度

ま
で
の
財
政
予
測
は
、
ど
の
よ

う
に
試
算
さ
れ
た
の
か
。

総
令
和
12
年
度
に
財
政
調
整

基
金
が
底
を
突
く
可
能
性
が
あ

る
と
い
う
財
政
見
込
み
に
つ
い

て
は
、
第
６
次
武
豊
町
総
合
計

画
に
基
づ
く
実
施
計
画
を
反
映

し
、
試
算
し
た
も
の
で
あ
る
。

Q
町
長
就
任
以
来
、
未
だ
副
町

長
が
決
ま
っ
て
い
な
い
。
非
常

事
態
と
考
え
る
が
、
ど
の
よ
う

に
対
応
さ
れ
る
の
か
。

企
内
閣
府
の
「
地
方
創
生
人

材
支
援
制
度
」 

に
よ
り
、
国
家

公
務
員
を
副
町
長
と
し
て
派
遣

を
い
た
だ
け
る
よ
う
、 

９
月
下

旬
に
愛
知
県
を
通
じ
て
、
内
閣

府
に
申
請
を
し
て
い
る
。 

１
月

下
旬
か
ら
２
月
中
旬
頃
に
、
派

遣
の
可
否
の
連
絡
を
い
た
だ
く

予
定
で
あ
る
。

Q
地
方
自
治
法
の
広
報
に
関
す

る
制
限
で
は
、
公
平
性
と
中
立

性
、
特
定
の
政
治
的
主
張
や
候

補
者
を
支
援
す
る
内
容
は
厳
禁

と
さ
れ
て
い
る
。
逸
脱
し
た
行

為
を
行
っ
た
こ
と
は
あ
る
か
。

企
情
報
発
信
等
の
広
報
活
動

で
、
法
令
等
に
抵
触
し
た
事
実

は
な
い
。
個
人
・
公
人
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
を
明
確
に
し
つ
つ
、

町
民
に
誤
解
を
招
く
こ
と
の
な

い
、
正
確
で
分
か
り
や
す
い
情

報
の
発
信
に
努
め
る
。

　

鳥
羽
悠
史
（
個
人
）
と
武
豊

町
長
（
公
人
）
は
同
じ
で
あ
る

と
考
え
る
。

　
「
夢
に
向
か
っ
て
情
熱
で
走

れ
」
で
始
ま
っ
た
「
ゆ
め
た
ろ

う
ス
マ
イ
ル
マ
ラ
ソ
ン
」
多
く

の
住
民
が
楽
し
み
に
し
て
い
る

行
事
が
次
々
に
無
く
な
り
元
気

が
な
い
ま
ち
に
加
速
が
！

Q
ゆ
め
た
ろ
う
ス
マ
イ
ル
マ
ラ

ソ
ン
の
目
的
は
。

教
①
武
豊
町
の
魅
力
の
発
信

②
地
域
の
活
性
化
③
ス
ポ
ー
ツ

文
化
の
醸
成
。

Q
目
的
は
達
成
で
き
た
の
か
。

教
４
半
世
紀
以
上
続
い
た
大

会
で
、
毎
年
約
２
０
０
０
名
の

参
加
者
が
あ
り
一
定
の
効
果
が

あ
っ
た
と
考
え
る
。

Q
大
会
中
止
の
決
定
を
決
め
た

経
緯
は
。

教
物
価
高
騰
な
ど
財
政
的
な

厳
し
さ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
確

保
が
困
難
と
な
り
、
実
行
委
員

会
で
判
断
。

Q
町
の
基
本
指
針
で
あ
る
総
合

計
画
に
「
ス
ポ
ー
ツ
の
機
会
の

拡
充
」
と
あ
る
が
、
逆
行
し
て

い
な
い
か
。

教
計
画
の
方
針
に
基
づ
き
、

気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る

環
境
づ
く
り
を
進
め
る
。

　

予
算
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
確

保
が
困
難
で
簡
単
に
行
事
が
中

止
と
な
れ
ば
、
今
後
の
他
の
行

事
で
も
、
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
る
。

そ
の
様
な
事
が
な
い
よ
う
、
行

政
の
指
導
力
を
発
揮
す
る
よ
う

願
い
た
い
。

産業まつりの１日開催に続き、
マラソン大会の中止。ますま
す元気がなくなる武豊町。

きずな 鈴
すずき

木 一
かずなり

也

個 

人 

質 

問

会 

派 

代 

表

情報発信等は、住民に不安を
与えるのではなく、住民に希
望を持たす正確な情報を。

政和クラブ 南
みなみ

　賢
けんじ

治

▲ゆめたろうスマイルマラソン
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個 

人 

質 

問

　町立図書館の整備方針は
　複合化・集約等も検討する

Q
公
共
施
設
の
再
編
は
可
能
な

限
り
集
約
化
を
図
る
べ
き
と
考

え
る
が
、
本
町
の
見
解
は
。

町長
維
持
費
高
騰
の
な
か
、
建

設
費
や
人
件
費
な
ど
も
高
騰
が

続
い
て
い
る
。
公
共
施
設
の
セ

ン
ト
ラ
ル
化
や
複
合
化
は
必
須

で
あ
り
、
民
間
の
力
も
最
大
限

に
借
り
て
こ
れ
か
ら
の
公
共
施

設
の
在
り
方
を
考
え
て
い
く
。

Q
「
武
豊
町
公
共
施
設
再
編
計

画
」
で
は
、
庁
舎
や
保
健
セ
ン

タ
ー
以
外
に
図
書
館
が「
更
新・

維
持（
集
約
）」
の
象
徴
的
施
設

と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
図

書
館
整
備
の
現
状
は
。

教
図
書
館
は
今
後
10
年
余
り

で
耐
用
年
数
を
迎
え
る
が
、
現

時
点
で
具
体
的
な
方
針
は
決
ま 

っ
て
い
な
い
。
利
用
実
態
や
町

民
ニ
ー
ズ
な
ど
を
踏
ま
え
つ
つ
、

複
合
化
や
集
約
等
も
検
討
す
る
。

Q
庁
舎
と
保
健
セ
ン
タ
ー
の
移

転
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
図
書

館
も
合
わ
せ
て
検
討
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
方
針
決
定
時
期
は
。

町長
現
時
点
で
方
針
決
定
し
て

い
な
い
が
、
庁
舎
移
転
整
備
の

な
か
で
検
討
す
べ
き
と
考
え
て

い
る
。

Q
公
共
施
設
再
整
備
に
あ
た
り
、

所
管
部
署
を
越
え
た
全
体
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
組
織
が
必

要
と
考
え
る
が
見
解
は
。

企
財
政
面
・
機
能
面
・
地
域

調
整
な
ど
総
合
的
に
判
断
し
、

場
合
に
よ
っ
て
は
新
た
な
組
織

も
検
討
し
て
い
く
。

これまでの予算編成方針との
違いと、公約の実現に向けて
の予算反映状況を問う。

石
いしかわ

川 喜
よしじ

次

　新町長の予算編成方針とは
　３点を重点的に取り組む

Q
令
和
８
年
度
予
算
編
成
方
針

と
、
前
町
長
の
方
針
と
の
大
き

な
違
い
は
。

　
　

総
「
Ａ
Ｉ
・
Ｄ
Ｘ
の
積
極
導

入
」「
行
財
政
改
革
」「
補
助
金

の
積
極
獲
得
」
の
取
り
組
み
を

強
化
す
る
。　
　

 

Q
今
後
の
行
財
政
改
革
の
進
め

方
と
そ
の
効
果
は
。

企
「
財
源
の
確
保
」「
既
存
事

業
の
見
直
し
」「
行
政
運
営
の
効

率
化
」「
進
捗
状
況
の
可
視
化
と

公
表
」
の
取
り
組
み
を
包
括
的

に
進
め
て
い
く
。
効
果
は
明
確

で
は
な
い
が
、「
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
」
に
向
け
、
取
り

組
み
を
進
め
る
こ
と
が「
効
果
」

に
繋
が
っ
て
い
く
。

Q
町
長
公
約
の
実
現
に
向
け
て

の
現
在
の
考
え
、
進
捗
状
況
と

実
施
時
期
、
さ
ら
に
来
年
度
の

予
算
反
映
の
予
定
は
。

総
「
町
民
税
５
％
減
税
」
は
、

シ
ス
テ
ム
運
用
に
つ
い
て
調
整

中
で
あ
り
、
実
施
時
期
は
令
和

９
年
度
以
降
に
な
る
。

企「
副
町
長
の
選
任
」
は
、
内

閣
府
「
地
方
創
生
人
材
支
援
制

度
」
に
よ
り
、
派
遣
申
請
し
て

い
る
。

経「
有
料
ゴ
ミ
袋
の
無
償
配
布
」

は
、
事
業
内
容
の
検
討
を
行
っ

て
お
り
予
算
計
上
し
な
い
。

教「
中
学
校
の
給
食
費
無
償
化
」

は
、
国
の
動
向
を
注
視
し
て
お

り
予
算
計
上
し
な
い
。「
中
学

校
ブ
レ
ザ
ー
購
入
支
援
」「
寝

屋
川
モ
デ
ル
」
い
ず
れ
も
令
和

８
年
度
の
実
施
を
目
指
し
て
い

る
。

第６次武豊町総合計画より抜粋

▲開館40年を迎える水上図書館

行政面積の小さい本町だから
こそ、公共施設の集約化を求
める。　

石
いしはら

原 壽
じゅろう

朗
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個 

人 

質 

問
　必要な行財政改革の内容は

　防災対策の見直しは

　重要な取り組みは４点

　現状把握して至急整備する

　

町
長
か
ら
示
さ
れ
た
「
令
和

８
年
度
予
算
編
成
方
針
に
つ
い

て
」
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
行
財

政
運
営
を
継
続
す
れ
ば
、
現
状

44
億
円
の
財
政
調
整
基
金
（
町

の
い
ざ
と
い
う
時
の
貯
金
）
が

底
を
つ
き
、
マ
イ
ナ
ス
４.

３
億

円
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
衝

撃
的
な
発
表
が
あ
っ
た
。
ど
う

す
れ
ば
局
面
打
開
が
で
き
る
か

と
の
思
い
で
質
問
し
た
。

Q
行
財
政
改
革
と
し
て
、「
既

存
事
業
を
見
直
し
、
廃
止
、
縮

減
事
業
の
検
討
」
と
あ
る
が
、

本
町
に
必
要
な
行
財
政
改
革
の

内
容
は
。

企
重
要
と
な
る
取
り
組
み
は

４
点
と
考
え
る
。
①
「
財
源
の

確
保
」
人
件
費
や
物
件
費
の
高

騰
が
進
む
中
で
こ
れ
ま
で
以
上

に
重
要
。
②
「
既
存
事
業
の
見

直
し
」（
事
業
精
査
）
③
「
行

政
運
営
の
効
率
化
」
策
定
中
の

武
豊
町
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
を
土
台

に
し
た
Ａ
Ｉ
、
Ｄ
Ｘ
の
導
入
に

よ
る
業
務
の
効
率
化
。
④
「
進

捗
状
況
の
可
視
化
と
公
表
」
広

報
、
Ｈ
Ｐ
に
よ
る
公
表
で
住
民

と
の
信
頼
関
係
の
構
築
・
強
化
。

　

今
回
、
予
算
編
成
方
針
の
中

身
に
つ
い
て
質
問
し
た
の
は
、

あ
ま
り
に
も
言
葉
の
表
現
に
違

和
感
を
感
じ
、
前
任
者
批
判
が

厳
し
す
ぎ
る
と
感
じ
た
か
ら
で

す
。「
覆
水
盆
に
返
ら
ず
」
と

い
う
諺
が
あ
る
が
、
鳥
羽
町
長

に
あ
っ
て
は
こ
の
点
に
つ
い
て

お
願
い
し
た
い
。
大
変
な
状
況

の
時
こ
そ
分
断
で
は
な
く
融

合
・
団
結
で
あ
る
。
私
は
、
協

力
で
き
る
点
は
最
大
限
応
援
し

ま
す
。

　

大
災
害
に
備
え
て
事
前
に
い

ろ
い
ろ
な
対
策
を
行
い
、
訓
練

し
て
い
る
が
、
災
害
に
よ
り
、

訓
練
通
り
に
動
け
な
い
。
特
に

避
難
所
の
対
応
は
重
要
で
あ
る
。

Q
一
次
開
設
避
難
所
の
収
能
力

か
ら
考
え
る
と
受
入
れ
人
数
の

増
員
が
必
要
と
思
う
が
予
定
は
。

総
一
次
開
設
避
難
所
の
受
入

れ
人
数
は
現
在
４
１
５
０
人
で

あ
り
、
民
間
宿
泊
施
設
と
協
定

を
締
結
し
増
員
を
図
っ
た
。
本

町
で
対
応
で
き
な
い
場
合
は
県

へ
支
援
要
請
を
し
て
対
応
す
る
。

Q
福
祉
避
難
所
へ
直
接
避
難
す

る
こ
と
は
難
し
く
、
一
次
開
設

避
難
所
で
ト
リ
ア
ー
ジ
し
て
、

受
入
れ
可
能
に
な
る
ま
で
要
支

援
者
ス
ペ
ー
ス
で
避
難
生
活
を

す
る
と
の
こ
と
で
す
が
詳
細
は
。

総
要
支
援
者
ス
ペ
ー
ス
は
個

別
教
室
を
利
用
す
る
こ
と
も
想

定
し
て
お
り
、
医
療
行
為
が
必

要
と
な
っ
た
場
合
は
医
師
や
医

療
器
具
の
揃
っ
た
病
院
へ
搬
送

予
定
で
あ
る
。

Q
一
次
開
設
避
難
所
か
ら
遠
く

に
お
住
ま
い
の
高
齢
者
や
足
の

不
自
由
な
人
は
、
災
害
時
に
一

次
開
設
避
難
所
ま
で
歩
い
て
行

く
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。
近
く

の
、
公
民
館
等
に
避
難
す
る
し

か
な
い
と
思
う
が
、
お
考
え
は
。

総
避
難
所
が
増
え
る
と
人
的
、

物
資
的
に
分
散
し
て
人
員
不
足

と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
一
方
、

他
市
町
で
は
地
区
公
民
館
な
ど

を
活
用
し
た
「
届
出
避
難
所
」

と
い
う
事
前
登
録
制
度
も
あ
る

た
め
調
査
研
究
し
た
い
。

▲緑小にてダンボールベッド体験

▲武豊町役場

現状の基本的な災害対策だけ
では対応できない。もっと現
実的対応が必要だ。

たけとよ 久
くの

野　勇
いさむ

　

R８年度予算編成方針で、
R12年度財政調整基金残高が
▲4.3億円だって。

本
もとむら

村　強
つよし
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個 

人 

質 

問

　自主事業と市民活動の優先は
　自主事業より市民活動が優先

指
定
管
理
者
制
度
の
適
切
運
用

Q
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
仕
様
に
お

い
て
、
使
用
料
が
本
町
へ
の
収

入
と
な
る
の
は
な
ぜ
で
す
か
。

教
大
型
の
改
修
工
事
が
控
え

て
お
り
、
施
設
の
利
用
料
金
収

入
の
見
込
み
が
難
し
く
、
指
定

管
理
料
算
定
が
困
難
で
あ
っ
た

た
め
で
す
。

Q
収
益
を
上
げ
る
た
め
に
は
自

主
事
業
を
拡
大
す
る
し
か
あ
り

ま
せ
ん
が
、
市
民
活
動
を
妨
げ

な
い
範
囲
で
指
定
管
理
者
の
自

主
事
業
を
行
う
と
い
う
こ
と
で

間
違
い
な
い
で
す
か
。

教
お
見
込
み
の
通
り
で
す
。

Q
随
意
契
約
で
は
契
約
期
間
中
、

利
用
料
金
制
に
変
更
す
る
こ
と

は
可
能
で
す
か
。

総
契
約
書
等
に
そ
の
旨
の
記

載
が
あ
っ
た
り
、
双
方
が
同
意

し
必
要
な
手
続
き
を
踏
ん
だ
り

し
た
う
え
で
可
能
で
す
。

体
罰
根
絶
に
向
け
た
取
り
組
み

Q
児
童
生
徒
の
立
場
を
守
る
ス

ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
導
入
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

教
具
体
的
な
検
討
を
進
め
て

い
ま
す
。

Q
体
罰
が
起
き
た
際
は
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
制
度
の

学
校
運
営
協
議
会
に
報
告
す
べ

き
だ
と
思
い
ま
す
が
ど
う
で
す

か
。教

報
告
す
べ
き
で
す
。

　包括的性教育導入の見解は
　健やかな成長に不可欠

Q
こ
ど
も
の
人
権
と
安
全
を
守

る
観
点
か
ら
、
幼
児
期
か
ら
の

包
括
的
性
教
育
の
導
入
を
検
討

す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
本
町

の
見
解
は
。

福
性
暴
力
や
性
搾
取
の
問
題

か
ら
身
を
守
る
た
め
の
知
識
や

判
断
力
を
養
い
、
多
様
性
の
尊

重
な
ど
の
課
題
に
も
対
応
す
る

包
括
的
性
教
育
は
、
現
代
の
こ

ど
も
が
健
や
か
に
成
長
す
る
上

で
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

こ
れ
ま
で
も
、
年
齢
に
応
じ

た
性
教
育
を
行
っ
て
い
る
が
、

包
括
的
性
教
育
と
し
て
、
自
己

肯
定
感
を
高
め
、
他
者
を
尊
重

す
る
心
を
育
む
こ
と
を
重
視
し
、

保
育
園
で
培
わ
れ
た
基
礎
を
土

台
に
、
小
学
校
・
中
学
校
と
段

階
的
に
発
展
さ
せ
、
継
続
性
の

あ
る
教
育
を
引
き
続
き
、
推
進

し
て
い
く
。

Q
包
括
的
性
教
育
の
推
進
に
向

け
て
、
保
育
士
や
教
員
へ
の
研

修
の
実
施
を
検
討
し
て
は
ど
う

か
。福

性
教
育
に
つ
い
て
の
研
修

は
、
以
前
よ
り
実
施
し
て
い
る

が
、
今
後
も
こ
ど
も
達
に
性
に

関
す
る
正
し
い
知
識
と
、
自
分

を
守
る
力
を
適
切
に
伝
え
ら
れ

る
よ
う
、
職
員
の
知
識
と
指
導

力
の
向
上
に
努
め
て
い
く
。

教
学
校
現
場
で
の
包
括
的
性
教

育
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
徐
々

に
知
多
管
内
の
市
町
で
も
取
り

組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
聞

い
て
い
る
。
今
後
、
学
校
保
健

研
究
会
で
の
研
修
の
実
施
に
つ

い
て
、
関
係
す
る
教
員
で
検
討

を
進
め
て
い
き
た
い
。

▲園児への読み聞かせ

体罰等の実態把握について（令和５年度）
令和６年12月20日（金）よりグラフ作成

利用料金制をとらない指定管
理者制度は矛盾が多すぎる！
アップデートを！

 櫻
さくらい

井 雅
まさみ

美

包括的性教育は「人権の尊重
に基づき年齢に応じた身体や
人間関係、社会性を学ぶ教育」

公明党議員団 甲
かい

斐 百
ゆりこ

合子
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個 

人 

質 

問
　町長の考える子育て一番とは

　ドローン導入活用への考えは

　知多５町での一番を目指す

　業務の効率化に向け検討する

Q
Ａ
Ｉ
が
対
応
で
き
る
業
務
を

増
や
し
、
日
本
で
一
番
Ａ
Ｉ
を

活
用
す
る
町
を
目
指
す
と
し
て

い
る
が
、
こ
れ
ま
で
に
「
日
本

で
一
番
税
金
の
安
い
町
」「
知
多

半
島
で
一
番
子
育
て
し
や
す
い

町
」
一
番
に
こ
だ
わ
っ
て
き
た

が
、
令
和
８
年
度
予
算
編
成
に

ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
る
か
。

総「
日
本
で
税
金
の
安
い
町
」

「
知
多
半
島
で
一
番
子
育
て
し

や
す
い
町
」
は
、
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
と
減
税
が
も
た
ら
す

良
好
な
循
環
に
よ
る
、
持
続
可

能
な
財
政
運
営
の
両
立
を
目
指

す
も
の
で
あ
る
。「
日
本
で
一
番

Ａ
Ｉ
・
Ｄ
Ｘ
を
活
用
す
る
町
」

は
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
行
政
コ

ス
ト
の
抑
制
を
同
時
に
実
現
す

る
た
め
の
有
効
な
手
段
で
あ
る
。

Q
「
税
金
の
安
い
町
」「
子
育

て
し
や
す
い
町
」「
Ａ
Ｉ
・
Ｄ

Ｘ
を
一
番
活
用
す
る
町
」
と
一

番
が
好
き
な
よ
う
で
あ
る
。
そ

の
割
に
未
だ
具
体
的
な
施
策
が

示
さ
れ
な
い
が
、
い
か
が
か
。

　

総
各
種
事
情
も
あ
る
の
で
全

て
が
来
年
一
年
で
と
い
う
こ
と

で
は
な
い
。
任
期
の
中
で
、様
々

な
施
策
を
積
み
重
ね
て
、
い
か

に
一
番
に
近
づ
け
て
い
く
か
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

Q
知
多
半
島
の
子
育
て
に
つ
い

て
、
先
行
す
る
市
が
あ
る
以
上
、

一
番
を
獲
る
こ
と
は
困
難
な
状

況
で
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

町長
市
と
戦
え
る
と
は
思
っ
て

い
な
い
。
知
多
５
町
で
の
一
番

で
あ
れ
ば
、
十
分
可
能
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
る
。

Q
か
か
る
時
世
に
お
か
れ
、
本

町
で
も
ド
ロ
ー
ン
で
の
活
用
を

い
ち
早
く
備
え
て
お
く
こ
と
は
、

大
変
意
義
が
あ
る
と
考
え
る
が
、

導
入
へ
の
予
定
は
。

総
ド
ロ
ー
ン
の
導
入
は
、
防

災
・
災
害
へ
の
対
応
、
イ
ン
フ

ラ
点
検
、
広
報
活
動
、
施
設
の

点
検
や
調
査
、
業
務
の
効
率
化

と
安
全
性
に
寄
与
す
る
と
考
え

て
い
る
。

Q
防
災
や
災
害
時
以
外
で
も
活

用
で
き
る
と
鑑
み
、
役
場
各
課

に
お
い
て
、
横
展
開
で
の
活
用

を
さ
れ
る
考
え
は
。

総
本
町
に
お
け
る
導
入
へ
の

可
能
性
を
調
査
し
、
必
要
で
あ

る
と
の
判
断
に
至
っ
た
場
合
に

は
、
各
課
に
て
全
体
的
な
活
用

を
再
度
調
査
・
検
討
し
て
い
く
。

Q
役
場
庁
舎
内
ス
ペ
ー
ス
（
主

に
使
用
頻
度
が
低
い
）
を
一
般

の
方
に
利
活
用
し
て
い
た
だ
く

考
え
は
。

総
と
く
に
議
場
は
使
用
す
る

期
間
が
あ
る
程
度
限
ら
れ
て
い

る
た
め
、
そ
れ
以
外
の
期
間
を

開
放
す
る
こ
と
は
、
施
設
の
有

効
活
用
の
観
点
か
ら
大
変
有
意

義
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

Q
現
行
の
飲
料
自
販
機
の
一
部

を
多
目
的
な
食
品
を
要
す
る
無

人
コ
ン
ビ
ニ
自
販
機
へ
の
変
更

は
。総

調
査
研
究
に
て
、
ニ
ー
ズ

に
即
し
た
機
器
を
導
入
し
て
い

き
た
い
。

▲多目的に利活用できるドローン

▲六貫山保育園

なんでも「一番」にこだわる
鳥羽町長。競争ではなく、町
民ニーズにあった施策実施を。

梶
かじた

田　進
すすむ

　

ドローンの活用は防災・災害
時に限らず、日常業務、多目
的に利活用でき効率化に資す
る。

松
まつもと

本 万
かずゆき

之
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　武豊支署跡地の利活用は
　暫定的に利用者の募集を行う

Q
武
豊
支
署
跡
地
の
利
活
用
に

つ
い
て
の
考
え
は
。

建
名
鉄
知
多
武
豊
駅
西
グ
ラ

ン
ド
デ
ザ
イ
ン
に
お
い
て
「
に

ぎ
わ
い
創
出
エ
リ
ア
」
と
し
て

位
置
付
け
て
お
り
町
内
外
か
ら

多
く
の
人
が
集
い
、
多
様
な
交

流
が
生
ま
れ
る
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク

な
に
ぎ
わ
い
あ
ふ
れ
る
エ
リ
ア

と
し
て
民
間
活
力
の
導
入
の
検

討
な
ど
も
含
め
、
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

本
格
的
な
整
備
ま
で
は
駅
東

の
公
共
用
地
と
同
様
に
利
用
者

の
募
集
を
行
う
形
で
の
活
用
を

予
定
し
て
い
る
。

Q
名
鉄
知
多
武
豊
駅
東
の
公
共

用
地
の
暫
定
利
用
状
況
は
。

建
こ
れ
ま
で
の
状
況
は
令
和

５
年
度
は
12
回
、
令
和
６
年
度

は
10
回
、
令
和
７
年
度
は
11
月

末
現
在
で
55
回
、
合
計
77
回
の

利
用
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

Q
暫
定
的
な
利
用
は
い
つ
ま
で

の
予
定
か
。

建
現
在
募
集
は
令
和
７
年
度

末
だ
が
令
和
８
年
度
も
引
き
続

き
暫
定
利
用
を
募
集
す
る
。

Q
民
間
事
業
者
の
参
画
が
必
要

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

建
買
い
物
や
飲
食
で
き
る
民

間
施
設
が
増
え
る
こ
と
は
エ
リ

ア
に
滞
留
す
る
人
口
が
増
え
る

こ
と
に
繋
が
る
た
め
民
間
事
業

者
と
の
連
携
に
よ
る
エ
リ
ア
作

り
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。
複

数
の
業
種
の
事
業
者
か
ら
の
問

い
合
わ
せ
も
い
た
だ
い
て
い
る
。

個 

人 

質 

問

　予算枠配当制度※の考えは
　設定は難しいが考えていく

Q
予
算
編
成
方
針
の
中
で
示
さ

れ
た
財
政
見
通
し
に
つ
い
て
、

そ
の
根
拠
資
料
の
妥
当
性
を
ど

の
よ
う
に
判
断
し
た
か
。

総
財
政
見
通
し
に
つ
き
ま
し

て
は
、
不
確
実
性
を
伴
う
こ
と

を
前
提
と
し
て
お
り
ま
す
が
、

歳
入
・
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
性
質
別

に
個
別
に
設
定
し
、
過
去
の
決

算
状
況
や
社
会
経
済
か
ら
推
測

す
る
な
ど
、
妥
当
性
は
担
保
し

て
い
る
と
認
識
を
し
て
い
る
。

Q
全
事
業
の
優
先
順
位
付
け
及

び
廃
止
・
縮
減
の
判
断
は
ど
の

よ
う
に
行
わ
れ
る
か
。

企
現
時
点
に
お
い
て
具
体
的

な
基
準
は
な
い
。
ビ
ル
ド
＆
ス

ク
ラ
ッ
プ
の
考
え
方
に
基
づ
い

た
事
業
精
査
の
全
庁
的
な
周
知

と
今
後
の
行
財
政
改
革
に
向
け

て
重
点
事
項
を
示
し
て
い
る
。

今
後
は
、
事
業
精
査
を
推
進
し

て
い
く
た
め
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ

い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

Q
「
日
本
で
一
番
」
と
い
う
表

現
に
つ
い
て
、
そ
の
基
準
は
。

町長
基
準
を
決
め
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。
可
能
な
限
り
Ｄ
Ｘ

を
進
め
て
い
く
積
み
重
ね
で
一

番
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

Q
予
算
枠
配
当
制
度
の
よ
う
な
、

各
部
署
が
一
定
の
責
任
を
も
つ

組
織
づ
く
り
へ
の
考
え
は
。

町長
予
算
枠
配
当
制
度
が
あ
る

種
、
行
政
版
部
門
別
採
算
制
度

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
枠
の

設
定
自
体
は
難
し
い
と
こ
ろ
も

あ
る
が
、
部
署
毎
に
考
え
ら
れ

る
体
制
に
し
て
い
き
た
い
。

※
財
政
部
局
が
各
事
業
部
署
に
予
算

の
上
限
枠
を
予
め
示
し
、
そ
の
枠

内
で
各
部
署
が
自
主
的
・
主
体
的

に
予
算
編
成
を
行
う
手
法

▲半田消防署武豊支署跡地

旧半田消防署武豊支署の跡地
が今のままでは寂しい。１日
も早いにぎわいの創出を！

きずな 青
あおき

木 信
しんや

哉

各部署が事実をもとに判断し、
責任をもって実行ができるよ
うな組織づくりを。

谷
たにがわ

川 健
けんいちろう

一郎
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　建設経済委員会では、駅前の賑わい、新庁舎
移転、中央公園周辺の公共施設集約を議題に、
埼玉県志木市と八潮市を視察しました。
　志木市では、水害や地震対策に配慮した庁舎
構造や、川の立地を活用しゾーン分けされた公
園を確認。「公募設置管理制度」「指定管理者制
度」にて民間の意見が反映され、
サービス向上につながっている点
は参考にすべきだと感じました。

　八潮市では、新庁舎周辺の施設が歩行者専用道路等でつながる配置を見
学。庁舎内での無線LANやノートPC採用による来庁者の提出書類記入軽
減、ペーパーレス推進、時間短縮は参考にすべきと感じました。

　文教厚生委員会では、生涯学習施設
の課題、高齢化に伴う新たな健康づく
りをテーマに、神奈川県大和市、静岡
県島田市を視察しました。
　大和市「シリウス」のような図書館
を軸に多世代が集まる施設の併設は集
客に有効ですが、コストが課題です。
　行政のありたい姿を施設管

理側が理解するため、情報交換を綿密に行う必要性を感じました。
　島田市のeスポーツ事業では、高齢者の健康づくりに限定せず、委託事業者
の柔軟な発想を行政が後押しすることで、幅広い世代の交流を目指す必要性を
感じました。始まったばかりの事業とのことで今後も注視したいと思います。

　議会だより特別委員会は、広報の先進地
である福岡県須恵町と添田町を視察しまし
た。調査事項は編集や動画配信などです。
　須恵町ではLINE活用や動画配信にかか
る委託による負担軽減を学び、また動画配
信の費用対効果を検証する難しさについて
参考になりました。

　添田町ではマニュアル整備により、議員交代時も質を保つ仕組みを確認しました。本町でも個人の能力に
依存せず、マニュアル化によって組織的に解決する体制づくりを検討します。

八潮市の庁舎は、太陽光や地中熱の活用、自然換気など環境負荷軽減に
配慮した持続可能な庁舎運営が図られていました。また、保健センター
を併設することで市民と職員双方にとって利便性の高い動線が確保され
ており、公共施設の複合化の有効性を実感しました。

ｅスポーツを導入することで、新たな交流の場づくりや世代間交流も含
めて健康寿命の延伸につながると思いました。課題として、事業内容・
委託先の選定、eスポーツの周知などがあることが分かったので費用対
効果も含めて検討していく必要があると思います。

鈴木絢賀委員

青木信哉委員

　議会として目指している方向を知っていただくために、なぜそこへ視察に
行くのか、そこで何を学び、感じたのかを議会から積極的に公開してまいり
ます。

久野勇委員長建設経済委員会

石原壽朗委員長文教厚生委員会

谷川健一郎委員長議会だより特別委員会

視 察 報 告 書 大 公 開

　総務企画委員会の行政視察について、今回
は、京都府八幡市と滋賀県守山市を訪問いた
しました。八幡市では窓口支援タブレット
「KOTOBAL（コトバル）」を視察しました。
これは音声筆談や手話、多言語通訳を行える
システムです。通訳者が不在の時間帯でも、
職員が安心して対応できる環境が整えられていました。 「言葉の

壁」をなくし、住民に公平なサービスを提供するこのシステムは、本町でも
早急に導入すべきと感じました。
　続いて、守山市の新庁舎です。ここでは、災害時の対策本部となる機能を
備えつつ、普段はカフェや広場として市民が気軽に集える「開かれた庁舎」
を実現していました。「用事がなくても行きたくなる場所」というコンセプ
トは、今後の公共施設のあり方として大変参考になりました。
　今回の視察で得た「誰にでも優しい窓口」と「親しまれる庁舎」の視点を、
今後の町政提言にしっかりと活かしてまいります。

八幡市では、窓口用タブレット「KOTOBAL」を視察しました。外国人
住民が増加する本町において、公平な対応と職員の負担軽減のため、この
導入は不可欠です。また守山市の新庁舎は、災害時の避難所機能と、市民
が気軽に集える開放感を両立していました。本町もこれらを見本に、誰も
が利用しやすく、町民に憧れられる庁舎を目指すべきだと強く感じました。

松本万之委員

鳥居美和委員長総務企画委員会
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武豊町議会
ホームページ

～町民インタビュー～

武豊とわたし
VOL.23

　毎年の出初め式で、演武をご披露くださる拳和
会の皆さん。武豊町には、全国大会の常連でもあ
る拳和会の本部道場があります。
　今回は、全国大会出場経験もある小中学生のメ
ンバーにインタビューしました。

空手を始めたきっかけは？ ———————
・兄の影響ではじめました。
・空手がすごくかっこいいなって思って好奇心か

ら始めました。

稽古は厳しくないですか？ ———————
・厳しい時もあるけど、成長しているのがうれしい。
・上手い人は厳しい練習をたくさんしているから、

上手くなろうと思い目標に向かって練習してい
ます。

家でも教えを守っ
ていますか？ ——
・ここに来るように

なってから家や学校
でも、礼儀や挨拶を
心がけています。

目標は何ですか？ ———————————
・憧れの先輩に近づけるように頑張りたいです。
・数多くの全国大会に向けて、頑張りたいです。
・個人でも全国大会で上位入賞できるように頑張

りたいです。
・練習をたくさんして、愛知県代表選手として全

国大会に出たいです。

将来の夢はありますか？ ————————
・大きな大会に出たいです。
・仕事に就いたときに、礼儀や礼節がある人だと

思われるようになりたいです。
・まだ決まってないですが、立派な大人になりたい。
・将来は、スポーツに関する仕事に就きたいです。

次
回 

１
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号
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月
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５
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１
日
発
行
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▶議会へのご意見・ご感想はこちらへ
みなさんのご意見を気軽にお聞かせください。
郵送、電話、メール、ホームページから受付
しております。
〒470-2392 武豊町字長尾山２番地
☎ 0569－72－1111（議会事務局へ）

gikai@town.taketoyo.lg.jp
電子アンケートこちら▶▶▶▶▶ 

一般質問の様子は、ＣＣＮＣ（ケーブル
テレビ）で放映されます！

令和８年 第１回定例会（予定）

場所：役場２階議場
時間：討論・採決は14：00 ～、その他は9：00 ～
※予定は変更する場合があります。
　武豊町議会ホームページをご確認
　ください。

日　付 内　容
２月27日（金） 議案の上程・説明
３月３日（火） 一般質問３月４日（水）
３月12日（木） 議案に対する質疑
３月13日（金） 文教厚生委員会
３月16日（月） 総務企画委員会
３月17日（火） 建設経済委員会
３月24日（火） 討論・採決

放送日は
３月７日（土）、３月21日（土）9：00～

議会を
傍聴できます！

どなたでも傍聴可能です。
２階議場へお気軽にお越
しください。

傍聴のご案内

家でも礼儀や挨拶を
心がけています
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拳和会…1957年設立の知多半島で初めての空手道場（拳和会ホームページより）


